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１．事業概要
（１）事業目的

一般国道４２号松阪多気バイパスは、三重県松阪市古井町から多気郡多気町仁田に至る延長１１.９kmのバイパスで、松阪

市街地の環状機能を併せ持ち、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、沿線地域の産業支援を目的に計画された道路です。

並行する国道１６６号と（一）松阪多気線（旧国道４２号）には、主要渋滞箇所（８箇所）や、事故危険個所（１９箇所）の存在な

どの課題があり、本事業を整備することで、交通の円滑化・安全性の向上等の効果が期待されます。

三重県

滋賀県

奈良県

愛知県
岐阜県

まつさか こいちょう た き  たきちょう にた

写真① 多気町側より八太町北交差点を望む

松阪港

凡 例

国道42号 松阪多気バイパス

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

JR線

近鉄線

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

事故危険個所

DID人口集中地区

市町村界

松阪多気バイパスと並行する
国道166号と(一)松阪多気線(旧国道42号)

至 津市

至 尾鷲市

八太町北
交差点

H30年3月 撮影

一般国道４２号
松阪多気バイパス

平成30年3月18日開通

た きちょう はった  ちょうきた

写真は現状で確認

－ １ －

こいちょう

たきちょう に た

八太町北
交差点

一 般 国 道 ４ ２ 号 松 阪 多 気 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

（R2）



事業名 一般国道42号 松阪多気バイパス

道路規格 第３種第１級・第３種第２級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ・６０ｋｍ/ｈ

車線数 ４車線（暫定２車線）

都市計画決定 昭和５９年度・昭和６１年度

事業化 昭和６２年度・平成元年度

計画交通量 ２５，８００（台/日）

用地着手年度 昭和６３年度

工事着手年度 平成３年度

延長
【開通済延長】

１１．９ｋｍ※現道活用区間含む
【暫定２車線開通済：１１．９ｋｍ】

前回の再評価 令和２年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ５６３億円（１３億円増額）

平面部 （単位：ｍ）

( 起点 )三重県松阪市古井町
まつさか      こいちょう

( 終点 )三重県多気郡多気町仁田
た き たきちょう  に た

至 津市

至 尾鷲市

松阪市射和町
まつさか   いざわちょう

多気町役場

松阪市役所

国　道

42

国　道

166

国　道

166

国　道

23

Ｅ23

凡 例

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

JR線

近鉄線

市町村界

国道42号
松阪多気バイパス

西黒部町1交差点

朝田町南交差点

上川町交差点

八太町交差点

八太町北交差点 松阪市下蛸路町
まつさか         しもたこじちょう

松阪市八太町
まつさか        はったちょう

一般国道42号
松阪多気バイパス

延長11.9㎞

H13.3 0.6km開通

H6.3 0.5km開通

H14.8 1.3km開通

H19.3 1.3km開通

H29.1 0.8km開通

H21.3 1.8km開通

H30.3 1.1km開通

H11.2 1.9km開通

H7.6 0.6km開通

H8.8 0.6km開通

現道活用区間

本事業は、平成３０年３月の松阪市下蛸路町～八太町間（延長１．１km）の暫定２車線開通により、現道活用区間を含めて全

線暫定２車線にて開通しています。引き続き完成４車線に向けた整備を行っているところです。

（２）計画概要
まつさか しもたこじちょう  はったちょう

１．事業概要

－ ２ －

延長7.4㎞

松阪市射和町
まつさか   いざわちょう

延長3.1㎞

現道拡幅
1.4km

Ｈ11.2
暫定2車線
開通済

暫定2車線
開通済

松阪市八太町
まつさか   はったちょう

一般国道42号
松阪多気バイパス

延長11.9㎞

暫定時
現道活用区間

松阪市下蛸路町
まつさか   しもたこじちょう

H30.3開通
1.1km
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標 準 断 面 図
朝田立体部

朝田立体区間



( 起点 )三重県松阪市古井町
まつさか      こいちょう

( 終点 )三重県多気郡多気町仁田
た き たきちょう  に た

至 津市

至 尾鷲市

多気町役場

松阪市役所
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西黒部町1交差点

朝田町南交差点

上川町交差点

八太町交差点

八太町北交差点

朝田立体区間

延長7.4㎞

松阪市射和町
まつさか   いざわちょう

延長3.1㎞

現道拡幅
1.4km

Ｈ11.2
暫定2車線
開通済

暫定2車線
開通済

松阪市八太町
まつさか   はったちょう

暫定時
現道活用区間

松阪市下蛸路町
まつさか   しもたこじちょう

H30.3開通
1.1km

R２年10月 撮影至 津市

至 尾鷲市

２．事業の進捗及び見込みの視点

事業の進捗の見込み状況
■朝田立体区間について、改良工や橋梁上部工を推進します。

＜前回評価時点＞

＜今回評価時点＞

写真①

事業進捗

【用地取得率】１００％（令和２年度末） → １００％（令和６年度末）

【事業進捗率】約８４％（令和２年度末） → 約９０％（令和６年度末）

R2年10月 撮影至 国道23号

至 多気町

更新

凡 例

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

JR線

近鉄線

市町村界

国道42号
松阪多気バイパス

－ ３ －

至 津市

至 尾鷲市

R７年４月 撮影

一般国道42号
松阪多気バイパス

延長11.9㎞

写真①



■事業費増加の要因

事業費増額の要因 増額

① 物価上昇による資機材及び労務単価の増加

・建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁等の工事費が増加 13億円

①物価上昇による資機材及び労務単価の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13億円 増額

３．事業費の見直しについて（一般国道４２号松阪多気バイパス）

－ ４ －



■原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時
（令和2年度）に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇しています。
■建設資材価格の伸び率では、Ｒ2.4を基準とした場合、生コン、鉄筋等の価格が約1.3倍～1.7倍となっています。
■労務単価についても、前回評価時から約1.2～1.3倍と前回評価から増加しています。
■主に建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁等の工事費の増加が必要となりました。

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4

鋼板

[松阪市]

生コン

[松阪市]

鉄筋

[松阪市]

塗装・塗料

[松阪市]

軽油

[松阪市]

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4

普通作業員 鉄筋工

橋梁特殊工 交通誘導員B

■建設資材単価の伸び率（R2.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（R2年度を基準に算出）［三重県]

1.22
鉄筋工

1.27
交通誘導員B

1.21
普通作業員

1.18
橋梁特殊工

1.66 鉄筋
1.6４ 鋼板

1.51 生コン

1.29 塗料・塗装
1.30 軽油

３．物価上昇による資機材及び労務単価の増加 ＋１３億円

事業費の見直しについて（一般国道４２号松阪多気バイパス）

－ ５ －
［ ］：単価適用自治体



４．費用対効果分析

３便益による事業の投資効果

○費用便益分析（B/C）について

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費＋更新費【事業全体】

【残事業】

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「一般国道42号松阪多気バイパス」周辺の主要な幹線道路（延長約1,700km）を対象として算出
※２ 令和4年2月に公表された平成27年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのＲ 22将来ＯＤに基づきＢ／Ｃを算出
※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 2.0～2.4

事業費 ±10% 2.2～2.2

事業期間 ±20% 2.2～2.2

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 5.8～7.1

事業費 ±10% 6.2～6.8

事業期間 ±20% 6.2～6.7

＜感度分析結果＞

－ ６ －

便益（億円） 費用（億円）
B/C

計 事業費 更新費 計

前回評価時 1,798 108 7.0 1,913 917 102 － 1,019 1.9 

今回評価時 2,749 132 6.8 2,887 1,197 116 － 1,313 2.2 

参考〕 3,568 164 9.4 3,741 1,136 153 － 1,289 2.9

参考〕 4,168 188 11.3 4,367 1,096 181 － 1,277 3.4

便益（億円） 費用（億円）
B/C

計 事業費 更新費 計

前回評価時 503 26 5.0 535 81 53 － 134 4.0 

今回評価時 651 1.0 3.9 656 47 54 － 101 6.5 

参考〕 1,041 1.6 6.3 1,049 51 89 － 140 7.5

参考〕 1,357 2.1 8.2 1,367 52 118 － 170 8.0

【前回再評価時からの変更点】
１．将来ＯＤ表の変更（Ｈ22年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ27年度全国道路・街路交通情勢調査）により、交通量が約3％減少
２．将来道路網条件の変更（Ｒ元年度事業化済道路網→Ｒ7年度事業化済道路網）
３．費用便益分析マニュアルの改訂（Ｈ30マニュアル→Ｒ7マニュアル）により、各便益の原単価を更新
４．総走行台キロの年次別伸び率の更新（Ｈ22年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ27年度全国道路・街路交通情勢調査）
５．費用便益分析の基準年次を変更（Ｒ 2年度→Ｒ7年度）
６．費用便益比算定上の供用年の見直し
７．ＧＤＰデフレータの更新（Ｒ 2年度→Ｒ7年度）
８．国道42号松阪多気バイパスの事業費増（13億円）

【事業全体】

【残事業】

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 2.2～2.6

事業費 ±10% 2.4～2.4

事業期間 ±20% 2.4～2.5

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 6.2～7.6

事業費 ±10% 6.6～7.3

事業期間 ±20% 6.6～7.2

＜感度分析結果＞便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮走行経費減少交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 1,798 108 7.0 1,913 917 102 － 1,019 1.9 

今回評価時 2,967 181 11 3,159 1,197 116 － 1,313 2.4 

〔参考〕社会的割引率２％ 3,850 228 17 4,094 1,136 153 － 1,289 3.2

〔参考〕社会的割引率１％ 4,502 262 21 4,785 1,096 181 － 1,277 3.7

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮走行経費減少交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 503 26 5.0 535 81 53 － 134 4.0 

今回評価時 680 10 11 701 47 54 － 101 6.9 

〔参考〕社会的割引率２％ 1,088 16 18 1,122 51 89 － 140 8.0

〔参考〕社会的割引率１％ 1,418 21 23 1,463 52 118 － 170 8.6



５．県・政令市への意見聴取結果

■三重県の意見

○対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

本事業は、国道４２号及び松阪市中心市街地部の交通渋滞緩和や交通事故の削減、さらには地域経済活性化の支援を
図るための重要なバイパス事業です。

今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、朝田町南交差点立体化について一日も早く供用するとともに、４車線
化の整備推進をお願いいたします。

６．対応方針（原案）

■一般国道４２号松阪多気バイパスの事業を継続する。

－ ８ －
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